
 

 

 

 

 

 

 

名 称 志布志東洋埠頭株式会社 

代表者職名・氏名 代表取締役社長 冨永 超 

所 在 地 〒８９９－７１０３ 

志布志市志布志町志布志３２６７－１ 

電 話 ０９９－４７３－２３１０ 

ﾎｰﾑﾍﾟ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ http://www.toyofuto.co.jp/ 

業 種 港湾運送業 

業 務 概 要 総合物流業，志布志港での外国貨物の輸入，輸出の商社代行業とロジスティクソ

ルーション事業を展開 

行 動 計 画 期 間 令和８年４月１日 ～ 令和１３年３月 3１日 

行 動 計 画 の 

主 な 内 容 
目標１）男性の出生時休暇取得率を 100％とし、育児休業の取得率を 30％とする。  

〈対策〉 

２０２６年４月～ 出産・育児に関する相談窓口担当者の研修を実施する。 

２０２６年４月～ 該当者へ出産・育児に関する両立支援制度などの周知を徹底す

る。 

２０２６年４月～ 各部署からの連絡体制を整備し、早めに周知することで取得促進

を図る。 

２０２６年４月～ 出生時休暇や育児休業を取得しやすい環境を整備するため、業務

分担の見直しや業務の効率化、部門間での情報共有を図る。 

目標２）特別条項を超えないフルタイム労働者の各月の割合を 20％未満とする。  

〈対策〉 

２０２６年４月～ 管理職を対象に特別条項を超えた従業員を毎月把握する。 

２０２６年４月～ シフト勤務などを利用し労働時間の短縮を図る。 

２０２７年４月～ 会社内の職場優先などの企業風土の改善を進める。 

２０２８年４月～ 年次有給休暇取得の促進を図る。 

目標２）若年者に対する採用機会の確保 

〈対策〉 

２０２６年４月～ 地域の小学校、中学校、高校からの職業体験や見学会を受け入れ

るとともに学校に出向いて企業説明・講和等を行い、若年者の職

業観を育てるととともに、職業選択の幅を増やし採用機会の拡大

へと繋げる。 

２０２６年４月～ 各大学と連携し定期的に大学生のインターンシップやワンデー

などを受け入れ採用機会を広げる。 

こんな両立支援に

取り組んでいます 

■配偶者出産休暇（２日以内） 

■男性の育児休業の実績もあり 

登 録 番 号 １１８ 

登 録 日 平成２３年１２月 1 日 

http://www.toyofuto.co.jp/

